
【総領事館からのお知らせ：安全対策情報：８月】 

 

平成２３年８月３日（総１１第２２号） 

在デンパサール日本国総領事館 

 

１ 治安情勢 

（１）７月１４日午後、在バリ豪州総領事館警備詰め所前に赤いバックの不審物が放

置されていたことから、警察が周辺道路を封鎖した上で、不審物を撤去した。なお、

爆薬等の爆発物は発見されていない模様。 

（２）７月１９日、タバナン県のモスクとスーパーマーケットに携帯電話のショートメッセ

ージによる爆弾予告が寄せられたが、爆発物等の不審物は発見されなかった。 

（３）７月１９日、バンリ県キンタマーニ郡のソガン村とカワン村の住民は、これら村落

の生徒らの喧嘩をきっかけに大きく衝突し、１名が死亡、７名が負傷した。また、こ

の事件の発生に対して、バリ州知事がバリ文化に反するとして遺憾の意を表明し

た。 

（４）西ヌサトゥンガラ州ビマ県所在のイスラム寄宿塾（Ponpes Umar Bin Khatab）で７

月１１日、手製爆弾によると見られる爆発があり、同塾の教員１名が死亡し、塾生１

名が重傷を負う事件が発生したが、１５日早朝には同寄宿塾敷地内の家屋が不審

火により火災となった。また、同州の治安当局によれば、ロンボク島東部のイスラ

ム寄宿塾３カ所の活動を注視している旨明らかにした。 

（５）国家テロ対策庁は、首都ジャカルタやバリ州をはじめ全国１４州においてテロ脅

威度が高いと発表した。但し、どの地域でいかなるテロ行為が起こりえるのか、あ

るいはテロの規模については明らかにしていない。 

 

２ 一般情勢 

（１）７月２９日、バドゥン県知事は、手続きが順調に進めば、８月からヌサ・ドゥア地区

とタンジュン・ベノア地区の間で有料道路の建設に着工できる旨述べた。他方、デ

ワ・ルチ・ロータリー（シンパン・シウール）の地下道建設は、いまなお土地収用手続

きが滞っており、建設工事の見通しが経たない模様。 

（２）バドゥン県社会労働局は、就労期限が終了している外国人を雇用している管内

の９０社に対して、８月５日までに改善されない際には然るべき措置を講じる旨明ら

かにしている。 

 

３ 邦人事故・事件関連 

（１）夜間、路上をオートバイで走っていたところ、切れたタコ糸が首に絡み刃物で斬り

つけられたような傷を負う事案が発生しました。また、タコ糸がオートバイ運転中体

に巻き付き、急停車することもあるようです。この時期、風が強く大小さまざまな凧

が揚がっているのが見受けられますが、切れたタコ糸が放置されたままになってい

ることに注意してください。 

以上 


